





























































































































































伊藤修一 ･ 有馬貴之 ･ 駒木伸比古・林　琢也・鈴
木晃志郎編：『役に立つ地理学』古今書院，2012
年4月刊，162p．，2 ,600円（税別）
「地理学者はいまだ，そう名乗るたびに県庁所
在地を問われ，地理学と高校地理の違いについて
説明を求められている」というまえがきの記述
に，苦笑を浮かべつつも思わずうなずき，やがて
小さなため息をつく。本書を読み始めた評者自身
の顔を想像してみると，おおよそこんなところだ
ろう。とはいえ，地理学を専攻した方々ならきっ
と誰でも，似たような表情を浮かべてしまうので
はなかろうか。本書は，このような状態を何とか
打破しようと立ち上がった，編著者5人の若手地
理学者をはじめとする研究者たちによる力作であ
る。
本書は，2部構成の形式を取る。第1部では，8
人の若手地理学者らが，自らの研究を事例として
専門とする地理学の分野について紹介し，それが
社会の様々な問題にどのように寄与しうるかを議
論する。第2部では，5人の他分野の研究者らが
自身の研究分野の視点や方法，研究成果などにつ
いて述べた上で，これらに対して地理学はどのよ
うなアプローチが可能であるのか，あるいは，地
理学からどのような分析・提言がなされることを
期待するか，といった内容が記される。
第1部の「第1章　地図学者からのアプローチ」
では，地図は単なる現実世界の描写にとどまら
ず，作り手の価値観やメッセージが色濃く反映さ
れたものであることが指摘される。広島県福山市
鞆の浦では，港まわりの埋立架橋をめぐり，日常
生活の利便性向上を求める賛成派と，観光名所と
しての景観保全を求める反対派が対立した。そこ
で著者は，GIS を援用して鞆の浦に関する複数の
観光案内図を分析した結果，観光案内図に描かれ
る場所は鞆の浦の特定地域に集中していた。すな
わち，架橋問題が発生している港まわりが観光圏
として認知・描写され，それ以外の場所は地図か
ら外されていた。このように，地図の分析を通じ
て，作り手の意図や地理的な駆け引きを明らかに
できることが示されている。
「第2章　経済地理学者からのアプローチ」で
は，サービス産業の成長と経済のグローバル化の
空間的展開について，労働者派遣業の発展を事例
に論述される。労働者派遣業は，その全国的拡大
とともに，様々な案件に対応できるよう，次第に
専門職派遣から非中核労働者の派遣へと比重を移
していき，これとともに地域の労働市場では正規
雇用から非正規雇用への転換が進んだ。また，労
働者派遣企業の拠点となる事業所は，企業イメー
ジ向上のために都市の最新鋭の高層ビルに置かれ
る傾向にあった。個々人の生活や意思決定，企業
の動向は複雑であるが，その一般的特徴を見出す
とともに，経済的な合理性だけは説明しがたい部
分を，空間的な制約に関する考察を通じて解明す
ることの重要性を著者は指摘する。
「第3章　商業地理学者からのアプローチ」で
は，スーパー等の大型商業施設（大型店）の立地
動向がどのように変化し，地域経済に影響をもた
らすのかについて述べられる。経営や流通システ
ムの変化，また政策や都市構造の変化を受けて，
都市の中心市街地に集中していた大型店は次第に
周辺市街地へと移動した。これにより，地域には
複数の商業集積が形成され，消費行動も郊外に拡
散するという都市空間の変化が起こった。今後は，
